
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

マリー

アリス

ロマネスク

ロマネスク

9歳

陥穽

17

煉獄

13
窓から

隠れ場所

最終戦争

親友

護られて

××じゃない！

彩り

窓からずっと、外を眺めていた。何時からだったのか、憶えてはいない。けれども、ある時からずっと、ずっと自分は外を眺めることしかできなくなった。 それが何故なのか、何が原因でそうなってしまったのか、わからない。 窓の外の人たちをどのような想いを抱きながら眺めていたのかすらも、今の自分にはわからないのだ。

自分だけの隠れ場所を持っていたことを覚えている。そこがどんな場所なのか、狭いのか、広いのかも今は覚えていないからわかりはしない。 けれども、外界と隔てて、外の音と少しでも離れられる、それに心が安らいだ……ような気がするのだ。 たった一人、敵も味方もいない、自分だけの世界は、今の自分には魅力的な場所の様に思えるだろうか？ 今の自分は、一人ぼっちではない。過去の自分と今の自分、どちらの方が幸せなのか、比べるのは愚かだろうか。

どういう立場にいたのだろう？あなたは人類の最後について傍観者的な知識と記憶がある。どれほどの愚行と惨劇が起きたのか、おぼろげながらではあるが…貴方は記憶しているのだ。

決してお互いを忘れないと誓い合った親友がいた。さまざまな思い出を共有して、時には励まし、励まされ。喧嘩だってした親友。その存在を忘れてはいないけど、顔も名前も忘れてしまった……出会えば思い出せるだろうか？

何かから逃げていた。必死に体を縮こまらせて隠れて逃げていた。怖い怖い、誰かの声がする。誰かが殴られている音がする。其れと一緒に「もうやめてよ」という声がする。嗚呼、嗚呼、ごめんなさい、ごめんなさい。何度も心の中で呟くと、「逃げろ！」という誰かの必死の声と一緒に突き飛ばされて外に落とされた。待って、まって、貴方も一緒に―――

嫌な出来事が貴方を脅かしても、灰色の世界でも、どんなに苦しくても、何かいい事があるとソレは訪れます。まるでそれは祝福のように、祭事の様に、貴方を非日常に招く様に。詳しくは思い出せないけれども、確かに貴方の心を、世界を、生まれてよかったと思える何かは貴方の心の拠り所でした。今の世界でも貴方の心を彩り拠り所に出来るかは分からないけれど。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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対象の姉妹1人と対話判定を行う。

最大行動値+2

転倒

レベル3改造パーツを追加で1つ獲得する。このパーツは強化値に縛られず、修復することも可能である

最大行動値+1

肉弾攻撃2

最大行動値+1

白兵攻撃2＋連撃1

白兵攻撃1＋切断＋連撃1

妨害2。1ターンに何度使ってもよい。ただし、1回の判定への重複は不可
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肉弾攻撃１

肉弾攻撃１

支援１

移動１

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

移動１

移動１

妨害１

レベル3変異パーツを追加で1つ獲得。このパーツは強化値に縛られず、修復することも可能である

これ以外の脚部パーツが破損しても、マニューバをそのまま使用してよい。

ターン終了まで、あなたを対象とするすべての攻撃判定の出目-1（全体攻撃では、あなたへの判定値のみ-1）この効果は同じターン中に重複させることはできない。

たからもの

白兵攻撃マニューバの攻撃判定において、出目+1してもよい。
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